
『
枕
草
子
』
「
今
内
裏
の
東
を
ば
」
章
段
新
考

浜
　
口
　
俊
　
裕

は
じ
め
に

　
長
保
元
年

（九
九
九
）
六
月
十
四
日
の
亥
刻
、
修
理
職
内
造
木
屋
か

ら
の
出
火
で
内
裏
が
悉
く
焼
亡
し
た
（
『
日
本
紀
略
』
『
本
朝
世
紀
』
）
。

こ
の
火
災
後
の
一
条
天
皇
の
動
向
を
諸
記
録
で
た
ど
る
と
、
腰
輿
に
乗
っ

て
職
御
曹
司
に
避
難
し
た
が
、
こ
こ
に
も
類
火
の
及
ぶ
恐
れ
が
あ
り
、

間
も
な
く
八
省
院
大
極
殿
に
行
幸
し
て
北
側
の
小
安
殿
で
少
憩
し
た
後

に

太
政
官
庁
朝
所
へ
遷
御
し
た
（
『
日
本
紀
略
』
『
本
朝
世
紀
』
）
。
更
に

同
十
六
日
に
至
っ
て
、
そ
の
朝
所
か
ら
御
輿
に
乗
っ
て
太
政
官
庁
の
東

門
を
経
て
、
内
裏
中
隔
の
東
路
を
北
上
し
、
外
記
庁
で
右
折
し
た
後
、

直
進
し
て
陽
明
門
を
出
る
と
、
大
宮
大
路
を
北
に
進
ん
で
、
大
宮
大
路

の

東
、
一
条
大
路
の
南
一
町
に
位
置
し
た
一
条
院
に
到
着
す
る
と
、
そ

の

西
門

か

ら
入
御
し
て
寝
殿
（
南
殿
）
の
南
階
に
御
輿
を
寄
せ
た

（『
本
朝
世
紀
』
）
。
以
来
、
翌
二
年
十
月
十
一
日
新
造
内
裏
へ
還
幸
す
る

ま
で
の
ほ
ぼ
一
年
四
ヶ
月
間
、
一
条
院
が
今
内
裏
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、

中
宮
定
子
が
今
内
裏
に
滞
在
し
た
の
は
二
回
で
、
長
保
二
年
二
月
十
一

日
（
『
権
記
』
『
御
堂
関
白
記
』
）
か
ら
三
月
二
十
七
日
（
『
日
本
紀
略
』
）

ま
で
の
四
十
六
日
間
と
、
八
月
八
日
（
『
日
本
紀
略
』
）
か
ら
二
十
七
日

（『
日
本
紀
略
』
）
ま
で
の
二
十
日
間
で
あ
る
。
そ
の
初
回
四
十
六
日
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

お
け
る
逸
話
の
一
つ
が
、
次
の
『
枕
草
子
』
一
〇
段
「
今
内
裏
の
東

を
ば
」
の
記
事
で
あ
る
。

　
　
　
今
内
裏
の
東
を
ば
、
北
の
陣
と
い
ふ
。
梨
の
木
の
は
る
か
に
高

　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ

　
　
き
を
、
「
い
く
尋
あ
ら
む
」
な
ど
言
ふ
。
権
中
将
「
も
と
よ
り
う

　
　
ち
切
り
て
、
定
澄
僧
都
の
枝
一
扇
に
せ
ば
や
」
と
の
た
ま
ひ
し
を
、

　
　
山
階
寺
の
別
当
に
な
り
て
、
よ
ろ
こ
び
申
す
日
、
近
衛
司
に
て
、

　
　
こ
の
君
の
出
で
た
ま
へ
る
に
、
高
き
展
子
を
さ
へ
は
き
た
れ
ば
、

　
　
ゆ
ゆ
し
う
高
し
。
出
で
ぬ
る
後
に
、
「
な
ど
そ
の
枝
扇
を
ば
持
た

　
　
せ
た
ま
は
ぬ
」
と
言
へ
ば
、
「
物
忘
れ
せ
ぬ
」
と
笑
ひ
た
ま
ふ
。

　
　
r
定
澄
僧
都
に
桂
な
し
、
す
く
せ
君
に
相
な
し
」
と
言
ひ
け
む
人

　
　
こ
そ
を
か
し
け
れ
o
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本
稿
で

は
、
従
来
不
分
明
で
あ
っ
た
右
章
段
の
記
事
の
趣
意
を
問
い

直
し
、
構
成
や
主
題
な
ど
に
つ
い
て
も
新
た
な
私
見
を
提
示
し
て
み
た

い
と
思
う
。

一　

秀
句
と
し
て
の
r
北
の
陣
」

　
『
枕
草
子
』
当
章
段
冒
頭
に
「
今
内
裏
の
東
を
ば
、
北
の
陣
と
い
ふ
」

と
あ
る
が
、
こ
の
一
文
を
叙
述
し
た
趣
意
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
そ

も
そ
も
、
「
北
の
陣
」
と
は
、
平
安
京
内
裏
外
郭
十
二
門
の
一
つ
、

朔
平
門
に
あ
っ
た
兵
衛
府
官
人
の
詰
所
で
あ
る
。
朔
平
門
の
規
模
は
、

　
　
　
　
ヨ
　

三
間
一
戸
ほ
ど
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
内
裏
の
北
外
郭
中
央
に
位
置
し

た
こ
と
か
ら
、
「
北
の
陣
」
と
も
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
枕

草
子
』
に
い
う
一
条
院
内
裏
の
場
合
、
そ
の
東
門
や
東
北
門
を
「
北
の

陣
」
と
見
る
の
が
従
来
の
『
枕
草
子
』
諸
注
釈
書
で
一
般
的
に
通
用
し

て
い

た
が
、
確
か
な
根
拠
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

F北
の

陣
」
を
改
め
て
検
証
し
て
み
る
と
、
一
条
院
内
裏
東
面
の
鞭
負

小
路
に
面
し
て
北
門
の
あ
っ
た
こ
と
が
史
料
に
見
え
、
そ
れ
が
「
北
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

陣
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
拙
稿
で
考
証
し
た
の
で
こ
こ
で
は
そ
れ

に
よ
る
。

　
要
す
る
に
、
一
条
院
内
裏
の
「
北
の
陣
」
は
、
本
来
、
北
面
の
一
条

大
路
に

あ
っ
て
こ
そ
「
北
の
陣
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
が
、
東

面
敦
負
小
路
の
北
門
を
「
北
の
陣
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
清
少
納
言
が
共
感

し
て
話
題
に
し
た
の
で
あ
る
。
本
内
裏
で
東
面
に
あ
る
陣
屋
を
「
北
の

陣
」
と
呼
ぶ
の
は
方
角
的
に
辻
褄
が
合
わ
な
い
が
、
一
条
院
内
裏
で
は

中
殿
か
ら
見
る
と
東
面
が
北
方
向
に
も
相
当
し
た
こ
と
か
ら
、
「
北
の

陣
」
の
呼
称
は
立
地
的
に
正
用
で
あ
り
、
誤
用
で
な
い
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
清
少
納
言
は
一
条
院
内
裏
で
の
「
北
の
陣
」
と
い
う
名
称
の
絶

妙
な
言
い
回
し
を
秀
句
と
捉
え
て
、
こ
れ
を
「
今
内
裏
の
東
を
ば
、
北

の
陣
と
い
ふ
」
と
認
め
た
の
が
当
章
段
冒
頭
文
の
趣
意
で
あ
ろ
う
。
従
っ

て
、
こ
の
一
文
は
秀
句
と
し
て
の
話
題
提
示
で
あ
り
、
単
な
る
一
条
院

今
内
裏
「
北
の
陣
」
の
在
処
の
記
事
で
な
い
の
で
あ
る
。

二
　
長
さ
の
単
位
「
尋
」
に
つ
い
て

　
我
が
国
に

お
い
て
、
深
さ
、
高
さ
、
広
さ
な
ど
を
表
わ
す
長
さ
の
単

位

は
、
た
と
え
ば
、
『
豊
後
国
風
土
記
』
速
見
郡
に
、
柚
富
の
峰
の
山

頂
に

あ
っ
た
石
室
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
を
　
つ
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
つ
ゑ

　
　

こ
の
峰
の
頂
に
石
室
あ
り
。
そ
の
深
さ
一
十
丈
余
り
、
高
さ
八
丈

　
　
よ
さ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
つ
ゑ

　
　
四

尺
、
広
さ
は
三
丈
余
り
な
り
。
常
に
水
の
凝
れ
る
あ
り
て
、
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　

　
　
を

経
れ
ど
も
解
け
ず
。

と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
代
か
ら
丈
や
尺
や
寸
な
ど
で
表
わ
す
の
が
一

般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
丈
や
尺
な
ど
は
、
次
の
如
く
樹
木
の
高
さ
に
も

用
い
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
フ

　
　
⑧
　
下
総
上
総
は
総
と
は
木
の
枝
を
謂
。
昔
、
此
国
大
な
る
楠
を

　
　
　
　
　
タ
ケ

　
　
生
す
。
長
数
百
丈
に
及
へ
り
。
時
に
帝
こ
れ
を
あ
や
し
み
こ
れ
を

　
　
ウ
ラ
ナ
ハ

　
　
ト
占
し
賜
ふ
に
大
史
奏
し
て
云
、
天
下
の
大
凶
事
な
り
。

　
　

（『
風
土
逸
文
参
考
〈
下
総
の
国
・
上
総
の
国
〉
下
総
・
上
総
国
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高
欄
の
も
と
に
青
き
か
め
の
大
き
な
る
を
す
ゑ
て
、
桜
の
、

　
　
い

み

じ
う
お
も
し
ろ
き
枝
の
五
尺
ば
か
り
な
る
を
、
い
と
お
ほ
く

　
　
さ
し
た
れ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
枕
草
子
』
1
1
1
段
）

　
　
◎

　
桜
の
一
丈
ば
か
り
に
て
い
み
じ
う
咲
き
た
る
や
う
に
て
、
御

　
　
階
の
も
と
に
あ
れ
ば
　
　
　
　
　
　
（
『
枕
草
子
』
1
H
六
O
段
）

　
　
⑥
　
ま
た
小
桧
垣
な
ど
い
ふ
も
の
あ
た
ら
し
く
し
て
、
車
宿
に
車

　
　
引
き
立
て
、
前
近
く
、
一
尺
ば
か
り
な
る
木
生
し
て
、
牛
つ
な
ぎ

　
　

て
、
草
な
ど
飼
は
す
る
こ
そ
、
い
と
に
く
け
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『
枕
草
子
』
一
七
o
段
）

　
　
◎
　
五
日
。
吉
野
に
赴
き
け
り
。
（
中
略
）
立
願
に
て
花
の
木
ど

　
　
も
植
ゑ
て
ま
ゐ
ら
せ
け
る
よ
し
申
せ
し
に
、
百
本
の
内
と
札
を
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け

　
　
け
た
る
木
、
そ
の
高
二
尺
余
り
な
る
木
ど
も
、
い
ま
三
年
四
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
ひ
や

　
　
内
に
盛
り
の
花
の
木
た
る
べ
き
を
想
像
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
吉
野
詣
記
』
四
）

　
こ
う
し
た
単
位
は
我
が
国
だ
け
で
な
く
古
代
中
国
で
も
用
い
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
ム
ク
ロ
ジ
科
の
果
樹
蕩
支
の
樹
高
と
、
巨
木
の
伝
説
で
知

ら
れ
る
扶
桑
の
例
を
挙
げ
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
い
し

　
　
①
　
廣
志
に
曰
く
、
芳
朋
支
の
樹
、
高
さ
五
六
丈
。
大
な
る
こ
と
桂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
樹
の
如
し
。
緑
葉
は
逢
逢
と
し
、
冬
夏
に
栄
茂
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（『
芸
文
類
聚
』
巻
第
八
十
七
、
菓
部
下
・
蕩
支
）

　
　
⑧
　
神
異
経
に
日
く
、
東
方
に
樹
有
り
0
高
さ
八
十
丈
、
敷
き
張

　
　
り
て
自
ら
輔
く
。
葉
の
長
さ
一
丈
、
廣
さ
六
尺
。
名
を
扶
桑
と
日

号
）⑤

　
　

ふ
o
椹
有
り
。
長
さ
三
尺
五
寸
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
第
八
十
八
、
木
部
上
・
桑
）

　
と
こ
ろ
で
、
『
枕
草
子
』
　
一
〇
段
「
梨
の
木
の
は
る
か
に
古
同
き
を
、

　
　
　
ひ
ろ

『
幾
尋

あ
ら
む
』
な
ど
い
ふ
」
の
一
文
は
、
梨
の
木
の
見
た
目
の
高
さ

に

言
及

し
て
い
る
が
、
そ
の
高
さ
を
丈
や
尺
で
な
く
、
r
尋
」
と
言
い

表

し
て
い
る
点
に
注
視
し
た
い
。
こ
の
「
尋
」
も
長
さ
の
単
位
で
あ
る
。

こ
の
「
尋
」
に
つ
い
て
小
泉
袈
裟
勝
氏
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
。　

　
両
手

を
広
げ
た
幅
に
始
ま
る
長
さ
の
単
位
。
縄
の
よ
う
な
も
の
を

　
　
両
手
で
「
ひ
と
ひ
ろ
げ
」
、
F
ふ
た
ひ
ろ
げ
」
な
ど
と
測
っ
た
こ
と

　
　
に

由
来
。
「
八
尋
殿
」
、
r
千
尋
縄
」
な
ど
。
中
国
の
尋
（
じ
ん
）

　
　
と
同
源
。
『
説
文
』
に
「
度
人
之
両
腎
為
尋
八
尺
也
」
と
あ
る
字

　
　
を
当
て
た
も
の
。
丈
、
尺
、
寸
の
制
度
に
な
っ
て
も
用
い
ら
れ
、

　
　
大
化
の
「
薄
葬
令
」
の
墓
の
外
部
寸
法
に
も
現
れ
る
。
尋
は
海
で

　
　
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
た
た
め
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
太
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

　
　
官
布
告
で
六
尺
と
定
め
、
間
（
け
ん
）
と
合
わ
せ
た
。

　
右
引
用
文
中
の
「
八
尋
殿
」
は
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
、
「
千

尋
縄
」
は
『
古
事
記
」
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
大
化
の
『
薄
葬
令
』
の

墓
」
と
は
、
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
五
、
孝
徳
天
皇
大
化
二
年
（
六

四

六
）
三
月
甲
申
（
1
1
十
1
I
日
）
条
の
、

　
　
　
　
　
　
み
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ

　
　
夫
れ
、
王
よ
り
以
上
の
墓
は
、
其
の
内
の
長
さ
九
尺
、
潤
さ
五
尺
。

　
　
　
　
と
の
め
ぐ
り
　
　
　
た
た
さ
よ
こ
さ
　
　
ひ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
よ
ほ
ろ

　
　
其
の
外
域
は
、
方
九
尋
、
高
さ
五
尋
、
役
一
千
人
、
七

　
　
　
　
を
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
き
ま
へ
つ
き
み

　
　
日
に
チ
6
6
ら
し
め
よ
。
（
中
略
）
上
　
臣
の
墓
は
、
其
の
内
の
長
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か
み
　
　
な
ず
ら

　
　
さ
・
潤
さ
と
高
さ
は
、
皆
上
に
准
へ
。
其
の
外
域
は
、
方
七
尋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
く
き
ま
へ
つ
き
み

　
　
高
さ
三
尋
、
（
中
略
）
下
　
臣
の
墓
は
、
其
の
内
の
長
さ
・
潤

　
　
さ
と
高
さ
は
、
皆
上
に
准
へ
。
其
の
外
域
は
方
五
尋
、
高
さ
二
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
半
、
役
二
百
五
十
人
、
三
日
に
チ
6
6
ら
し
め
よ
。

と
い
う
記
事
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
事
に
は
、
王
以
上
、
上
臣
、

下
臣
た
ち
の
玄
室
の
内
径
と
、
墳
丘
の
間
口
、
奥
行
、
高
さ
が
記
さ
れ

て
い

る
が
、
玄
室
に
「
尺
」
を
用
い
る
一
方
で
、
墳
丘
に
は
「
尋
」
を

用
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
尺
度
が
唐
尺
な
ら
ば
、
「
一
尺
約

二
九
・
七
升
ン
、
九
尺
は
二
六
七
・
三
升
ン
、
潤
さ
五
尺
は
一
四
八
・
五
弛
ン
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

明
日
香
村
の
鬼
の
規
・
厨
の
横
口
式
石
榔
の
内
法
が
ほ
ぼ
こ
の
寸
法
」

に

相
当
す
る
と
い
う
。

　
墳
墓
の

規
模
を
記
す
場
合
、
た
と
え
ば
『
延
喜
式
』
巻
二
十
一
、
諸

陵
寮
に
「
礒
長
山
田
陵
　
小
治
田
宮
御
宇
推
古
天
皇
。
（
中
略
）
兆
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

東
西
二
町
、
南
北
二
町
」
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
町
」
で
表
わ
す
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
長
さ
の
単
位
の
種
々
は
、
対
象
の
規
模
や
基

準
に

し
た
も
の
の
違
い
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
尺
」
と
「
尋
」
の
場

合
、
右
に
掲
げ
た
『
日
本
書
紀
』
に
も
明
瞭
な
よ
う
に
、
王
以
上
の
玄

室

と
墳
丘
の
奥
行
を
そ
れ
ぞ
れ
「
九
尺
」
「
九
尋
」
と
使
い
分
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
精
確
な
こ
と
は
不
明
だ
が
、
「
尺
」
は
曲
尺
の
祖
形
と

も
い
わ
れ
る
大
宝
大
尺
あ
る
い
は
小
尺
な
ど
を
使
用
し
て
計
測
し
た
長

さ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
　
r
尋
」
は
従
来
三
口
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
両
手

を
広
げ
た
大
き
さ
で
計
測
し
た
こ
と
に
よ
る
相
違
か
と
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
こ
の
「
尋
」
と
い
う
単
位
は
、
同
じ
く
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二

十
五
孝
徳
天
皇
の

大
化
二
年
三
月
甲
申
（
1
1
十
1
l
日
）
条
に
、

　
　
ま
た

　
　
復
、
百
姓
有
り
て
、
京
に
向
る
日
に
臨
み
、
乗
れ
る
馬
の
疲
れ
痩

　
　
せ
て
行
か
ざ
ら
む
こ
と
を
恐
り
て
、
布
二
尋
・
麻
二
束
を
以
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
参

河
・
尾
張
両
国
の
人
に
送
り
、
雇
ひ
て
養
飼
は
し
め
、
乃
ち
京

　
　
に
入
り
ぬ
。

と
見
ら
れ
る
如
く
、
布
の
長
さ
の
単
位
で
も
あ
っ
た
。
右
に
よ
る
と
、

参
河
国
、
尾
張
国
で
は
、
京
へ
乗
馬
で
往
還
す
る
旅
人
の
疲
労
し
た
馬

を
「
布
二
尋
」
で
預
か
り
飼
育
し
た
と
あ
る
。
こ
の
「
布
二
尋
」
も
指

矩
で
計
っ
た
長
さ
で
な
く
、
両
手
を
広
げ
た
二
つ
分
く
ら
い
の
長
さ
の

布
と
交
換
し
て
馬
を
養
飼
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
単
位
の
「
尋
」
が
、
右
以
外
ど
の
よ
う
な
も
の
に
用
い
た
か

検
証
し
て
お
く
と
、
ま
ず
、
『
堤
中
納
言
物
語
』
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納

言
に

「
君
が
代
の
な
が
き
た
め
し
に
あ
や
め
草
千
ひ
ろ
に
あ
ま
る
根
を

　
　
　
　
　
け
　

ぞ

引
き
つ
る
」
と
の
和
歌
が
あ
る
。
菖
蒲
の
根
の
長
い
さ
ま
を
「
尋
」

の

単
位
を
用
い
て
、
頗
る
長
い
「
千
ひ
ろ
に
あ
ま
る
」
と
形
容
し
て
誇

張

し
、
物
語
で
は
そ
の
根
の
長
さ
に
中
宮
の
長
寿
を
喩
え
て
予
祝
し
て

い

る
。
こ
の
歌
は
、
実
は
天
喜
三
年
（
一
〇
五
五
）
五
月
三
日
庚
申
の

夜
に

六
条
斎
院
謀
子
内
親
王
が
外
祖
父
藤
原
頼
通
の
後
援
を
得
て
催
し

た

歌
合
の
詠
で
、
陽
明
文
庫
蔵
二
十
巻
本
『
類
聚
歌
合
』
天
喜
三
年
五

月
三
日
庚
申
六
条
斎
院
謀
子
内
親
王
物
語
歌
合
の
第
八
番
左
に
「
あ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

さ
か
こ
え
ぬ
権
中
納
言
　
こ
し
き
ぶ
」
と
し
て
見
え
、
『
風
葉
和
歌
集
』

巻
十
・
賀
・
七
三
〇
に
は
「
よ
み
人
知
ら
ず
」
と
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
長
久
元
年
（
1
0
四
o
）
五
月
六
日
庚
申
の
夜
の
斎
宮
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良
子
内
親
王
貝
合
に
も
「
大
淀
」
の
歌
題
で
、
「
大
淀
に
四
方
の
浦
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ひ

ろ
ひ
て
も
千
尋
ば
か
り
の
菖
蒲
を
ぞ
ひ
く
」
の
和
歌
が
あ
る
。
こ
れ

は
『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
二
十
五
雑
部
七
、
1
1
五
六
四
に
「
よ
み
人

し
ら
ず
」
で
収
載
す
る
が
、
や
は
り
菖
蒲
の
根
の
長
い
さ
ま
を
「
千
尋

ば
か

り
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
平
安
時
代
に
は
菖
蒲
の
根

の

長
い
さ
ま
を
「
尋
」
と
い
う
表
現
で
喩
え
る
こ
と
が
歌
語
と
し
て
定

着
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
r
尋
」
は
ま
た
、
た
い
そ
う
長
く
伸
び
た
髪
の
毛
の
有
様
に
も
用
い

ら
れ
た
。
『
源
氏
物
語
』
葵
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　

Y君
の
御
髪
は
我
削
が
む
」
と
て
、
（
中
略
）
削
ぎ
果
は
て
て
、

　
　
F
千
尋
」
と
祝
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
を
、
少
納
言
、
あ
は
れ
に
か
た

　
　
じ
け
な
し
と
見
た
て
ま
つ
る
。

　
　
　
　
は
か
り
な
き
千
尋
の
底
の
海
松
ぶ
さ
の
生
ひ
ゆ
く
末
は
我
の

　
　
　
　
み
ぞ
見
む

　
　
と
聞
こ
え
た
ま
へ
ば
、

　
　
　
　
千
尋

と
も
い
か
で
か
知
ら
む
さ
だ
め
な
く
満
ち
干
る
潮
の
の

　
　
　
　
ど
け
か
ら
ぬ
に

　
　
と
物
に
書
き
つ
け
て
お
は
す
る
さ
ま
、
ら
う
ら
う
じ
き
も
の
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

　
　
若
う
を
か
し
き
を
、
あ
で
た
し
と
思
す
。

　
こ
れ
は
賀
茂
祭
の
当
日
、
見
物
に
出
る
紫
の
上
の
た
め
に
源
氏
が
髪

の

末
を
切
り
揃
え
る
件
で
あ
る
。
「
『
千
尋
』
と
祝
ひ
き
こ
え
た
ま
ふ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

の

は
、
「
髪
が
長
い
の
は
美
人
の
徴
と
さ
れ
た
」
か
ら
だ
が
、
紫
の
上

の

髪
が
「
千
尋
」
に
も
長
く
伸
び
る
こ
と
の
幸
い
を
願
っ
た
源
氏
の
祝

言
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
続
く
源
氏
の
和
歌
「
は
か
り
な
き
千
尋

の

底
の
海
松
ぶ
さ
の
」
に
も
、
将
来
に
ま
で
わ
た
っ
て
房
々
と
長
く
伸

び

て
い

く
紫
の
上
の
黒
髪
の
長
さ
を
、
測
り
よ
う
も
な
い
ほ
ど
非
常
に

深
い
海
底
に
群
生
す
る
海
藻
の
「
海
松
ぶ
さ
」
に
託
け
て
、
「
千
尋
」

と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
浜
と
い
う
と
、
た
と
え
ば
駿
河
湾
に
面
し
た
静
岡
市
久
能
山
南

麓
か

ら
清
水
市
三
保
の
松
原
辺
り
に
か
け
て
の
海
浜
を
説
明
す
る
の
に
、

『
駿
河
国
風
土
記
』
烏
渡
郡
に
、
有
度
浜
を
、

　
　
自
二
久
能
浦
一
至
二
御
穂
呉
服
之
神
社
前
一
。
都
行
程
七
里
。
日
二
有

　
　
　
　
に
　

　
　
度
浜
一
。

と
記
す
如
く
、
八
世
紀
初
め
の
『
大
宝
令
』
や
同
じ
中
頃
の
『
養
老
令
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

な
ど
に
「
凡
度
レ
地
、
五
尺
為
レ
歩
。
三
百
歩
為
レ
里
。
」
（
『
令
義
解
」
巻

十
、
雑
令
第
三
十
、
度
地
五
尺
為
歩
条
）
と
見
ら
れ
る
大
尺
（
高
麗
尺
）

で
の

三
百
歩
を
一
里
（
約
五
三
三
・
五
メ
－
ト
ル
）
と
し
た
古
代
条
里

制
の
長
さ
の
単
位
「
里
」
を
用
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
『
枕

草
子
』
一
九
二
段
「
浜
は
」
の
「
千
里
の
浜
、
ひ
ろ
う
思
ひ
や
ら
る
」

も
そ
う
し
た
古
代
条
里
制
に
因
ん
だ
地
名
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
し

か

し
、
こ
う
し
た
海
浜
に
関
す
る
地
名
の
中
に
も
、
「
千
尋
」
の
名
を

冠
す
る
も
の
が
あ
る
。
伊
勢
国
の
歌
枕
で
知
ら
れ
る
「
千
尋
の
浜
」
も

そ

の

一
つ

で
、
藤
原
敦
忠
の
和
歌
に
「
伊
勢
の
海
の
千
尋
の
浜
に
拾
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　

と
も
今
は
何
て
ふ
か
ひ
か
あ
る
べ
き
」
（
『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
三
・

恋

五
・
九
二
七
）
が
あ
る
。
こ
の
歌
は
『
敦
忠
集
』
一
一
八
番
歌
に
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

句
が

「
い

ま
は
な
に
し
て
か
ひ
か
あ
る
べ
き
」
と
あ
り
、
『
大
和
物
語
』
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第
九
三
段
に

下
句
を
「
今
は
か
ひ
な
く
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
」
と
す
る
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

ど
異
同
も
見
ら
れ
る
が
、
「
千
尋
の
浜
」
は
、
「
広
々
と
し
た
浜
」
と
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

F長
い

海
岸
線

を
持
つ
浜
」
と
も
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
拾
遺
和
歌

集
』
巻
第
十
八
・
雑
賀
・
＝
六
二
・
清
原
元
輔
の
歌
に
、

　
　
　
　
為
光
の
朝
臣
紀
の
守
に
侍
り
け
る
時
に
、
小
さ
き
子
を
抱
き

　
　
　
　
出
で
て
、
こ
れ
祈
れ
く
、
と
言
ひ
た
る
歌
詠
め
と
言
ひ
侍

　
　
　
　
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
万
世
を
数
へ
む
物
は
紀
の
国
の
千
ひ
ろ
の
浜
の
真
砂
な
り
け
り

と
あ
る
「
千
尋
の
浜
」
は
、
紀
伊
国
の
歌
枕
と
さ
れ
、
「
万
」
と
「
千
」

の

対
語
や

「
真
砂
」
を
連
ね
て
、
砂
浜
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
無
量
さ

に

よ
そ
え
て
、
幼
子
の
限
り
な
い
長
寿
、
長
久
を
予
祝
し
た
趣
向
の
歌

に

な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
上
記
の
浜
の
事
例
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
「
尋
」
は
、

多

く
の
場
合
「
千
尋
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
古
代
に
楮
の

繊
維
で
作
っ
た
拷
縄
と
呼
ば
れ
る
綱
縄
を
使
用
し
た
こ
と
と
関
係
が
深

い

と
見
ら
れ
る
。
と
言
う
の
も
、
『
日
本
書
紀
」
神
代
下
第
九
段
一
書

第
二
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
の
ひ
す
の
み
や
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
く

　
　
又
汝
が
住
む

べ

き
天
日
隅
宮
は
、
今
し
供
造
ら
む
。
即
ち
千
尋
の

　
　
た
く
な
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
も
や
　
そ
む
す
び
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
つ
く
り
　
の
り

　
　
拷
縄
を
以
ち
て
、
結
び
て
百
八
十
紐
と
し
、
其
の
造
宮
の
制
は
、

　
　
　
　
　
　
ふ
と

　
　
柱

は
高
く
大
く
、
板
は
広
く
厚
く
せ
む
。

と
い
う
一
節
が
あ
り
、
こ
れ
に
類
似
す
る
記
事
が
『
出
雲
国
風
土
記
』

楯
縫
の
郡
に
も
、

　
　
あ
ま
　
　
ひ
す
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
は
か
り
　
　
　
　
　
　
　
た
く
な
は
　
　
　
　
　
　
　
も
も
や
　
そ

　
　
天
の

日
栖
の
宮
の
縦
横
の
御
量
、
千
尋
の
楮
継
持
ち
て
、
百
八
十

　
　
む
す

　
　
結

び
に
結
び
下
げ
て
、
こ
の
天
の
御
量
持
ち
て
、
天
の
下
造
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
　
　
　
　
　
　
の

　
　
し
大
神
の
宮
造
り
奉
れ
」
と
詔
り
た
ま
ひ
て
、

と
見
ら
れ
る
。
両
書
に
よ
れ
ば
、
天
上
界
の
壮
大
な
日
の
神
の
宮
殿
を

造
営
し
た
と
き
に
、
「
千
尋
の
拷
縄
」
を
「
百
八
十
紐
と
し
」
あ
る
い

は
「
百
八
十
結
び
に
結
び
下
げ
」
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
荻
原
千

鶴
氏
は
、

　
　
何
回
も
何
回
も
し
っ
か
り
結
ん
で
、
綱
縄
の
結
ん
だ
切
り
端
を
垂

　
　
ら
す
こ
と
。
釘
な
ど
の
代
わ
り
に
綱
縄
で
桁
梁
を
結
ぶ
古
代
の
建

　
　
　
　
り
　

　
　
築
法
。

と
さ
れ
、
た
い
そ
う
長
い
綱
縄
、
す
な
わ
ち
「
千
尋
の
拷
縄
」
を
何
重

に

も
巻
き
付
け
て
宮
殿
の
桁
と
梁
を
固
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
『
古
事
記
』
上
巻
、
天
孫
降
臨
の
一
節
に
も
、
次
の
よ
う
な
記

述
が
見
え
る
。

　
　
た
く
な
は
　
　
ち
ひ
ろ
な
は
　
　
　
　
は
　
　
　
　
つ
り
す
　
　
あ
　
ま
　
　
　
　
く
ち
お
ほ
　
を
は
た
す
ず
き

　
　
拷
縄
の
千
尋
縄
打
ち
莚
へ
、
釣
為
る
海
人
が
、
口
大
の
尾
翼
鯖
、

　
　
　
　
　
　
　
ひ
よ
あ
　
う
ち
た
け

　
　

さ
わ
さ
わ
に
控
き
依
せ
騰
げ
て
、
打
竹
の
と
を
を
と
を
を
に
、
天

　
　
　
ま
　
な
く
ひ
　
た
て
ま
コ
お
　

　
　
の

真
魚
咋
を
献
る
。

　
口

が
大

き
く
尾
鰭
の
見
事
な
鯖
を
引
き
上
げ
て
神
撰
に
献
じ
た
記
事

の

F拷
縄
の
千
尋
縄
」
も
、
拷
縄
を
何
本
も
何
本
も
繋
ぎ
合
わ
せ
て
延

長

し
た
長
い
綱
縄
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
海
中
に
投
じ
て
「
打
ち

は

　
　
　
つ
り
す

莚
へ
釣
為
る
」
漁
法
、
す
な
わ
ち
古
代
の
延
縄
漁
に
用
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
「
拷
縄
」
は
、
『
枕
草
子
』
二
八
六
段
「
う
ち
と
く
ま
じ
き
も

の
」
に
も
、

　
　
　
　
　
あ
　
ま

　
　

ま
い
て
海
士
の
か
づ
き
し
に
入
る
は
、
憂
き
わ
ざ
な
り
。
腰
に
つ
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き
た
る
緒
の
絶
え
も
し
な
ば
、
い
か
に
せ
む
と
な
ら
む
。
（
中
略
）

　
　
舟
に

男
は
乗
り
て
、
歌
な
ど
う
ち
う
た
ひ
て
、
こ
の
拷
縄
を
海
に

　
　
浮

け
て
あ
り
く
。
あ
や
ふ
く
、
う
し
ろ
め
た
く
は
あ
ら
ぬ
に
や
あ

　
　

ら
む
。
の
ぼ
ら
む
と
て
、
そ
の
縄
を
な
む
引
く
と
か
。

と
見
え
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
海
女
が
海
中
に
潜
っ
て
漁
を
す
る
際

に

も
拷
縄
を
使
用
し
、
海
上
に
浮
上
す
る
際
に
船
上
の
男
が
こ
れ
を
引

い
た
。

　

こ
う
し
た
い
く
つ
か
の
事
例
を
勘
案
す
る
と
、
す
で
に
古
代
の
漁
に

お

い

て
、
拷
縄
を
繋
い
で
延
長
し
海
中
深
く
に
ま
で
投
じ
る
こ
と
が
可

能

な
長
い
綱
縄
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
そ
う
し
た
長
い
綱
縄
を
一
般
に

F千
尋
縄
」
と
呼
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
千
尋
」
と
い
う
表
現
が
海
浜
に

ま
つ
わ
る
も
の
に
多
い
の
も
、
古
代
か
ら
漁
に
お
い
て
頗
る
長
い
綱
縄

を

用
い
た
こ
と
の
名
残
で
あ
り
、
そ
う
し
た
因
縁
か
ら
応
和
三
年
（
九

六

三
）
七
月
中
旬
宰
相
中
将
伊
ヂ
君
達
春
秋
歌
合
で
の
春
の
歌
題
3
7
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

歌

「
い

か

で
か
は

千
尋
の
海
の
ふ
か
さ
に
は
秋
の
紅
葉
の
色
も
並
ば
む
」

や
、
前
掲
『
枕
草
子
』
二
八
六
段
「
う
ち
と
く
ま
じ
き
も
の
」
に
、

　
　
思
へ
ば
、
舟
に
乗
り
て
あ
り
く
人
ば
か
り
あ
さ
ま
し
う
、
ゆ
ゆ
し

　
　
き
も
の
こ
そ
な
け
れ
。
よ
ろ
し
き
深
さ
な
ど
に
て
だ
に
、
さ
る
は

　
　
か

な
き
物
に
乗
り
て
、
漕
ぎ
出
づ
べ
き
に
も
あ
ら
ぬ
や
。
ま
い
て

　
　
そ

こ
ひ
も
知
ら
ず
千
尋
な
ど
あ
ら
む
よ
。

と
見
る
如
く
、
r
千
尋
」
が
限
り
な
く
深
い
水
深
の
表
象
語
と
し
て
定

着
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
右
と
同
じ
応
和
三
年
七
月
中
旬
宰
相
中
将
伊
サ
君
達
春
秋
歌

合
で
の

秋
の
歌
題
3
8
番
歌
は
「
鹿
の
鳴
く
高
砂
山
の
小
高
さ
を
千
尋
の

底
に

な
に
か
た
と
へ
む
」
と
あ
り
、
「
千
尋
の
底
」
を
引
き
合
い
に
し

て
山
の
高
さ
を
詠
ん
で
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
船
の
長
さ
に
「
尋
」
を
用
い
た
解
状
が
寛
仁
三
年
（
↓

O
l
九
）
四
月
十
六
日
付
「
大
宰
府
言
上
撃
取
刀
伊
国
賊
徒
状
解
」
に
、

　
　
焼
二
民
宅
　
。
其
賊
徒
之
船
。
或
長
十
二
箇
尋
。
或
八
九
尋
。
一
船

　
　
之
揖
。
三
四
十
許
。
所
レ
乗
五
六
十
人
。
二
三
十
人
。
耀
レ
刀
奔
騰
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
（
中
略
）
但
生
虜
者
等
。
皆
高
麗
人
者
。

と
見
え
る
。
こ
の
船
の
長
さ
も
海
浜
と
の
関
わ
り
で
派
生
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
次

に
、
中
国
唐
代
初
期
に
欧
陽
詞
ら
の
編
纂
し
た
『
芸
文
類
聚
」
に

よ
っ
て
、
古
代
中
国
で
の
単
位
「
尋
」
と
そ
れ
に
類
す
る
「
初
」
の
使

用
例
を
い
く
つ
か
掲
げ
る
と
、
次
の
如
v
で
あ
る
。

　
　
①

『
芸
文
類
聚
』
巻
第
八
十
五
、
百
穀
部
・
禾

　
　
　
山
海
経
に
曰
く
、
山
昆
奇
の
嘘
の
上
に
、
木
禾
有
り
。
禾
長
さ
五

　
　
　
尋
。
木
禾
。
、
§
。
，
。

　
　
②
『
芸
文
類
聚
』
巻
第
九
巻
、
水
部
下
・
谷

　
　
　
周
景
式
の
盧
山
記
に
日
く
、
F
石
門
は
是
れ
↓
大
谷
。
谷
中
に

　
　
　
脩
林
の
萬
頃
な
る
、
偉
木
の
千
尋
な
る
有
り
。
日
月
の
光
π
干
に

　
　
　
焉
を
照
ら
す
。
」

　
　
③

『
芸
文
類
聚
』
巻
第
八
十
九
、
木
部
下
・
竹

　
　
　
梁
の

劉
孝
先
の
竹
の
詩
に
日
く
、
竹
は
生
ず
空
野
の
外
、
梢
雲

　
　
　
百
尋
に
葺
ゆ
。
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④

『
芸
文
類
聚
』
巻
第
八
巻
、
山
部
下
・
虎
丘
山

　
　
　
秀
壁

は
数
尋
、
杜
蘭
と
苔
蘇
と
に
被
は
る
。
椿
枝
は
十
初
、
藤

　
　
　
葛
と
懸
羅
と
を
桂
く
。

　
　
⑤

『
芸
文
類
聚
』
巻
第
七
巻
、
山
部
上
・
総
載
山

　
　
　
峯
の
高
さ
は
＝
禺
、
哨
峙
す
る
も
の
三
百
、
登
り
て
之
を
眺
む

　
　
　
れ
ば
、
則
ち
千
里
極
む
る
こ
と
無
く
、
備
し
て
之
に
臨
め
ば
、

　
　
　
則
ち
萬
初
に
し
て
測
り
難
し
。

　
　
⑥
『
芸
文
類
聚
』
巻
第
七
巻
、
山
部
上
・
華
山

　
　
　
西
山
経
に
日
く
、
F
太
華
の
山
、
削
成
し
て
四
方
な
り
。
其
の

　
　
　
高
さ
五
千
例
、
其
の
広
さ
十
里
。
」

　
　
⑦

『
芸
文
類
聚
』
巻
第
九
巻
、
水
部
下
・
澗

　
　
　
右
阜
山
に
行
き
、
深
澗
を
見
れ
ば
嶋
し
き
こ
と
培
の
如
く
、
深

　
　
　
さ
百
初
。

　
　
⑧

『
芸
文
類
聚
』
巻
第
八
十
八
、
木
部
上
・
木

　
　
　
晋
の
庚
聞
の
浮
査
の
賦
に
日
く
、
幽
巖
の
巨
木
有
り
、
遡
か
に

　
　
　
根
を
千
例
に
結
ぶ
。

　
右
①
は
、
穀
類
の
「
木
禾
」
に
、
長
さ
の
単
位
「
尋
」
を
用
い
て

F五
尋
」
と
あ
る
。
②
は
、
盧
山
の
谷
中
に
あ
っ
た
大
樹
を
「
偉
木
の

千
尋
」
と
記
す
。
こ
れ
は
樹
木
に
「
尋
」
の
単
位
語
を
用
い
た
例
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。
③
も
竹
の
梢
が
高
く
讐
え
る
様
を
「
百
尋
」
と
誇
張

し
、
②
と
同
様
に
樹
高
で
の
使
用
で
あ
る
。
④
は
、
虎
丘
山
の
椿
枝
に

F十
例
」
と
あ
る
。
コ
例
（
ジ
ン
、
品
5
）
」
は
、
「
尋
（
ジ
ン
、
×
い
白
）
」

と
同
義
で
、
『
説
文
解
字
』
第
八
篇
上
、
人
部
に
「
例
　
伸
腎
一
尋
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尺
o
　
（
中
略
）
杁
人
o
刃
声
。
」
と
あ
り
、
古
代
中
国
で
両
腕
を
広
げ
た

F
；
寺
八
尺
」
の
長
さ
を
基
準
に
し
た
尺
度
と
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
②

③
の
F
尋
」
と
同
様
に
樹
木
を
測
る
単
位
と
し
て
も
併
用
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
⑤
は
総
戴
山
の
峰
の
高
さ
を
「
万
例
に
し
て
測
り
難
し
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

し
、
⑥
は
『
海
游
録
』
に
お
い
て
富
士
山
に
も
喩
え
ら
れ
た
太
華
山
の

高
さ
に
「
例
」
を
用
い
て
「
其
の
高
さ
五
千
例
」
と
あ
る
。
な
お
、

r尋
」
と
同
義
語
の
「
例
」
は
、
山
の
高
さ
の
ほ
か
に
、
⑦
に
「
深
さ

百
初
」
と
あ
る
よ
う
に
澗
谷
な
ど
の
深
さ
や
、
⑧
に
「
遡
か
に
根
を
千

例
に
結
ぶ
」
と
見
ら
れ
る
如
く
巨
木
の
深
い
根
の
長
さ
の
表
現
に
も
用

い
ら
れ
た
。

　
以
上
、
偶
目
に
い
っ
た
古
代
中
国
に
お
け
る
長
さ
の
単
位
「
尋
」
と

そ

れ
に

類

す
る
「
例
」
を
瞥
見
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
よ
る
と
我
が
国
で

の

「
尋
」
は
、
墳
丘
、
布
吊
、
菖
蒲
の
根
、
髪
の
毛
、
浜
、
拷
縄
、
船

な
ど
の
長
さ
や
、
水
深
の
尺
度
な
ど
に
汎
用
さ
れ
た
が
、
樹
木
の
高
さ

に

「
尋
」
を
用
い
た
の
は
『
枕
草
子
』
「
今
内
裏
の
東
を
ば
」
章
段
の

一
例
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
古
代
中
国
で
「
尋
」
は
「
例
」

と
と
も
に
、
樹
木
や
山
の
高
さ
な
ど
に
も
用
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　
三
　
秀
句
と
し
て
の
「
い
く
尋
あ
ら
む
」

　
前
章
の
如
く
我
が
国
で
樹
木
の
高
さ
は
、
丈
や
尺
な
ど
の
単
位
で
表

す
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
枕
草
子
』
当
章
段
で
の
中
宮
女

房
の
発
言
「
梨
の
木
の
は
る
か
に
高
き
を
、
『
い
く
尋
あ
ら
む
』
な
ど

言
ふ
」
は
、
海
中
の
深
度
や
菖
蒲
の
根
の
長
さ
な
ど
主
に
下
方
向
の
尺
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度
に

用
い

た

「
尋
」
を
正
反
対
の
見
上
げ
る
上
方
向
に
適
用
し
て
r
い

V
尋
あ
ら
む
」
と
の
洒
落
に
よ
っ
て
、
梨
の
立
木
が
頗
る
「
は
る
か
に

高
き
」
有
様
で
あ
る
よ
う
に
言
い
表
わ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
巧
妙
な

言
い
回
し
を
清
少
納
言
は
秀
句
と
捉
え
た
の
で
あ
り
、
単
な
る
梨
の
高

木
に
つ
い
て
の
紹
介
で
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
方
向
の
相
反
性
に

よ
る
「
い
く
尋
あ
ら
む
」
の
秀
句
は
、
直
前
の
「
北
の
陣
」
が
方
角
の

不
整
合
性
に

着
想
す

る
の
と
同
工
で
、
構
成
的
に
も
一
連
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。四

　
秀
句
と
し
て
の
「
定
澄
僧
都
の
枝
扇
」

　
定
澄
僧
都
の

経
歴

は
、
永
延
二
年
（
九
八
八
）
講
師
、
長
徳
元
年

（九
九

五
）
十
月
七
日
権
律
師
、
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
八
月
二
十

九

日
権
少
僧
都
に
転
任
、
同
五
年
十
月
十
六
日
権
大
僧
都
、
寛
弘
八
年

（
1　
0
1
　
1
）
四
月
二
十
七
日
大
僧
都
兼
法
務
と
な
り
、
長
和
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

（
1
0
1
五
）
＋
1
月
l
日
に
八
十
1
歳
で
入
滅
し
“
，
o
　
F
僧
都
」
の
呼

称
か
ら
『
枕
草
子
』
当
章
段
の
執
筆
は
、
長
保
二
年
八
月
二
十
九
日
の

任
権
少
僧
都
後
に
な
る
。
し
か
し
、
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
十
月
二
十

四

日
右
近
権
中
将
に
任
じ
た
源
成
信
（
『
権
記
』
）
の
発
言
「
定
澄
僧
都

の

枝
扇
に
せ
ば
や
」
は
、
清
少
納
言
が
一
条
院
内
裏
に
い
た
長
保
二
年

1l月
十
1
日
－
G
t
ら
1
1
1
月
1
　
1
十
－
P
日
の
間
の
事
柄
で
あ
る
。
ま
た
、
清
少

納
言
が
成
信
に

「
な
ど
そ
の
枝
扇
を
ば
持
た
せ
た
ま
は
ぬ
」
と
語
っ
た

の

は
、
定
澄
が
「
山
階
寺
の
別
当
に
な
り
て
、
よ
ろ
こ
び
申
す
日
」
、

即

ち
『
御
堂
関
白
記
』
長
保
二
年
三
月
十
七
日
条
に
「
以
律
師
定
澄
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

興
福
寺
別
当
、
以
行
成
朝
臣
奏
聞
、
宣
旨
下
」
と
あ
り
、
『
権
記
』
同

日
条
に
「
依
左
府
召
参
内
、
被
奏
云
、
以
律
師
定
澄
可
補
興
福
寺
別
当

　
　
　
　
　
ね
　

之
由
、
依
請
」
と
い
う
如
く
、
定
澄
が
山
階
寺
別
当
に
任
じ
た
長
保
二

年
三
月
十
七
日
の
出
来
事
で
あ
る
。
g
，
　
っ
て
、
　
F
枝
扇
」
に
因
む
二
つ

の

挿
話

は
、
定
澄
の
権
律
師
時
代
の
史
実
だ
が
、
こ
れ
を
「
定
澄
僧
都
」

と
す
る
の
は
『
枕
草
子
』
執
筆
の
年
時
が
長
保
二
年
八
月
二
十
九
日
権

少
僧
都
転
任
以
後
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
枝
扇
は
、
加
藤
盤
斎
が
「
枝
扇
子
は
大
ほ
ね
を
木
の
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
所
に

て

要
の
方
に
し
て
法
師
の
紐
に
懸
る
也
」
と
言
い
、
喜
多
村
信

節

『
嬉
遊
笑
覧
』
に
「
え
だ
あ
ふ
ぎ
と
は
、
木
葉
あ
る
枝
を
扇
の
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

に

手
に
持
を
い
ふ
に
や
。
扇
の
一
種
あ
り
共
聞
え
ず
」
と
あ
り
、
板
扇

の
誰

り
と
見
る
黒
川
春
村
の
「
も
し
板
扇
を
枝
と
謡
り
o
さ
て
仮
書
字

に

せ

し
に
は
あ
ら
じ
か
。
扇
は
檜
の
板
を
重
ね
た
る
な
れ
ば
。
板
扇
と

も
い
ふ
ま
じ
き
に
も
あ
ら
じ
。
北
面
侍
斎
藤
越
前
守
助
成
記
に
。
扇
は

檜
扇
也
。
板
十
六
ま
い
付
ケ
花
さ
げ
の
糸
色
々
也
。
以
と
も
あ
る
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

も
ふ
に
板
と
い
は
む
事
よ
し
な
き
に
も
あ
ら
ず
」
や
、
金
子
元
臣
氏
の

r木
の
細
枝
を
三
股
に
採
り
、
一
方
を
柄
と
し
、
二
方
に
紙
を
張
り
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

る
扇
に
て
風
流
の
為
に
も
ち
し
も
の
か
」
、
藤
井
高
尚
氏
の
「
眞
野
守

貞
が
い
へ
る
ハ
、
屠
の
字
を
枝
扇
の
二
字
に
う
つ
し
あ
や
ま
り
た
る
に

て
、
定
澄
僧
都
の
磐
に
せ
さ
せ
ハ
や
と
い
へ
る
な
る
べ
し
と
い
へ
り
。

こ
ハ
お
も
し
ろ
き
考
に
ぞ
あ
り
け
る
。
磐
ハ
儀
式
た
ち
た
る
を
り
、
僧

正
僧
都

な
ど
の
あ
り
く
に
さ
し
か
v
る
も
の
に
て
、
ま
ろ
き
扇
に
長
き

柄

な
り
。
（
中
略
）
騒
を
さ
し
ば
と
い
ふ
ハ
の
ち
の
名
に
て
、
む
か
し
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ハ
枝
扇

と
い
ひ
し
に
や
あ
ら
ん
。
か
ら
国
に
ハ
こ
れ
か
名
を
椎
尾
羽
と

も
い
ひ
、
か
の
国
の
扇
の
か
た
ち
し
て
柄
の
長
き
ハ
木
の
枝
に
似
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
、
さ
い
ふ
べ
き
も
の
、
さ
ま
也
」
な
ど
諸
説
が
あ
る
。
近
年
で
は
喜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

多
村
、
金
子
両
説
を
併
記
す
る
注
釈
書
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
こ

れ

ら
の
諸
説
は
「
枝
扇
」
と
語
っ
た
理
由
の
検
討
を
怠
っ
て
正
鵠
を
射

て
い

な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　

と
言
う
の
も
、
梨
の
木
に
因
ん
だ
権
中
将
成
信
の
語
り
種
「
も
と
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

り
う
ち
切
り
て
、
定
澄
僧
都
の
枝
扇
に
せ
ば
や
」
は
、
傍
点
部
の
如
く

も
と

r本
（根
本
）
」
対
「
枝
（
枝
葉
）
」
の
相
反
す
る
概
念
を
織
交
ぜ
た
言

　
　
　
　
　
　
ま
ジ
と

説
で

あ
り
、
「
本
」
と
の
対
置
に
よ
っ
て
辻
棲
を
合
わ
せ
て
単
に
コ
扇
」

と
は
言
わ
ず
に
、
「
枝
扇
」
と
造
語
に
し
て
洒
落
た
秀
句
と
解
す
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
枝
扇
」
は
造
語
で
あ
り
本
来
実
体
の
な
い

扇
で
あ
る
。
こ
の
た
め
そ
の
名
が
『
枕
草
子
』
に
し
か
見
え
な
い
こ
と

も
肯
け
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
梨
の
立
木
を
「
本
」
と
「
枝
」
の
相
反
す
る
関
係
に

着
想

し
て
r
枝
扇
」
に
見
立
て
た
成
信
の
巧
妙
な
秀
句
を
、
当
事
者
の

名
を
明
確
に
し
て
紹
介
す
る
の
が
こ
の
話
題
の
企
図
で
あ
っ
た
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
成
信
の
秀
句
に
よ
っ
て
梨
の
木
は
、
鈴
木
美
弥

氏
の
指
摘
す
る
如
く
「
た
だ
の
大
木
で
な
く
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
作

者
の
言
語
空
間
に
お
い
て
は
、
『
定
澄
僧
都
の
枝
扇
」
と
し
て
の
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

ほ

か

な
ら
な
く
な
っ
た
」
と
三
口
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

五
　
秀
句
と
し
て
の

　
　
君
に
相
な
し
」

F定
澄
僧
都
に
桂
な
し
・
す
く
せ

　
定
澄
僧
都
は
『
枕
草
子
』
当
章
段
に
コ
ロ
同
き
履
子
を
さ
へ
は
き
た
れ

ば
、
ゆ
ゆ
し
う
高
し
」
と
あ
り
、
長
身
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
故
に

r定
澄
僧
都
に
桂
な
し
」
は
、
萩
谷
朴
氏
が
指
摘
の
如
く
「
定
澄
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

名
に
「
丈
長
」
を
も
じ
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
、
背
高
の
定
澄
に
は
身
丈

の

長
い
桂
も
短
く
て
桂
と
言
い
難
い
こ
と
を
椰
楡
し
た
三
口
い
種
と
思
わ

れ

る
。
ま
た
「
す
く
せ
君
に
相
な
し
」
は
、
一
説
に
、
背
が
低
す
ぎ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ど

F短
い

祖
も
着
ら
れ
る
の
が
な
い
の
意
」
と
言
う
が
、
定
澄
僧
都
と
対

照
的
に
短
身
で
あ
る
た
め
に
祖
の
丈
が
長
す
ぎ
て
相
と
は
呼
び
難
い
こ

と
を
皮
肉
っ
た
言
説
と
解
釈
し
た
い
。
萩
谷
氏
は
「
縮
勢
」
の
漢
字
を

　
　
　
　
ヱ
　

当
て
る
が
、
身
長
と
の
連
関
か
ら
「
縮
背
」
を
響
か
せ
た
興
言
利
口
と

解
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
う
し
た
長
短
の
対
比
は
『
白
氏
文
集
』
巻
七
「
斉
物
二
首
」
に
も

見

え
、
そ
の
第
一
首
五
言
律
詩
に
は
、

　
　
青
松
高
百
丈
、
線
薫
低
藪
寸
、

　
　
同
生
二
大
塊
閲
i
、
長
短
各
有
レ
分
、

　
　
長
者
不
レ
可
レ
退
、
短
者
不
レ
可
レ
進
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

　
　
若
用
二
此
理
一
推
、
窮
通
両
無
レ
g
e
、
　
（
o
三
二
二
）

と
あ
る
。
丈
の
高
い
「
青
松
」
と
正
反
対
の
「
緑
薫
」
を
引
合
い
に
出

し
て
、
そ
の
是
非
の
差
を
超
え
た
斉
物
論
を
詠
ず
る
が
、
『
枕
草
子
」

の

秀
句
は

長
短
の

不
釣
合
い
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
白
氏
文
集
』
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の
直
接
的
な
影
響
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
す
く
せ
君
」
は
誰
か
不
明
だ
が
、
当
章
段
で
は
成
信

の

秀
句
に
だ
け
実
名
を
挙
げ
た
り
、
そ
の
成
信
が
清
少
納
言
に
「
定
澄

僧
都
の
枝
扇
に
せ
ば
や
」
と
語
っ
た
秀
句
を
発
端
に
、
定
澄
の
山
階
寺

別
当
就
任
記
事
を
挟
ん
で
、
清
少
納
言
が
成
信
に
「
な
ど
そ
の
枝
扇
を

ば

持
た
せ
た
ま
は
ぬ
」
と
語
る
と
、
成
信
が
「
定
澄
僧
都
に
桂
な
し
、

す

く
せ
君
に
相
な
し
」
の
敬
言
句
で
締
め
括
る
一
連
の
詳
細
な
展
開
が
見

ら
れ
る
こ
と
や
、
「
す
く
せ
君
」
に
「
君
」
の
敬
称
を
用
い
た
り
、
定

澄
僧
都
と
の
対
比
な
ど
の
諸
点
か
ら
、
憶
測
を
逞
し
く
す
る
と
、
こ
の

人
物
は
権
中
将
成
信
の
可
能
性
も
否
め
な
い
の
で
な
か
ろ
う
か
。
仮
に

そ

う
で
あ
る
な
ら
、
「
す
く
せ
君
」
は
短
身
の
「
縮
背
」
の
ほ
か
に
、

例
え
ば
『
万
葉
集
』
に

　
　
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

　
　
宜

し
な
へ
我
が
背
の
君
が
負
ひ
来
に
し
こ
の
背
の
山
を
妹
と
は
呼

　
　
　
ハ
ね
　

　
　
ば

じ
（
巻
第
三
雑
歌
二
八
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
信
濃
道
は

今
の
墾
り
道
刈
り
ば
ね
に
足
踏
ま
し
む
な
沓
履
け
我
が

　
　
ト

　
　
背

（巻
第
十
四
相
聞
三
三
九
九
）

と
あ
る
如
く
、
女
性
が
男
性
に
親
し
み
と
敬
意
を
込
め
て
呼
ん
だ
第
二

人
称
の
「
我
が
背
の
君
」
「
我
が
背
」
な
ど
も
念
頭
に
置
い
て
、
秀
句

に

巧
み

な
人
と
し
て
r
秀
句
背
君
」
な
ど
を
も
二
重
に
響
か
せ
た
頗
る

高
度
な
警
句
の
F
す
く
せ
君
」
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

六
　
道
長
の
猶
子
成
信
活
写
の
意
図

長
徳
四
年
十
月
二
十
四
日
右
近
権
中
将
に
任
じ
た
源
成
信
は
、
中
宮

彰
子

が
一
条
院
内
裏
初
入
内
の
時
の
行
賞
に
関
す
る
『
権
記
』
長
保
二

年
四
月
七
日
条
に
「
亦
成
信
朝
臣
相
従
猶
子
、
若
有
余
恩
乎
、
即
奏
、

　
　
　
　
　
ハ
ぬ
ぽ
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
チ
　

　
　
　
む
キ
ユ
　

仰
云
、
皇
后
母
氏
並
乳
母
信
子
及
芳
子
井
成
信
朝
臣
等
之
事
可
然
、

（中
略
）
令
民
部
乳
母
奏
成
信
朝
臣
加
階
之
事
、
初
有
恩
許
、
而
以
藤

原
朝
臣
所
申
懇
切
、
依
大
臣
令
申
之
旨
重
畳
、
更
止
成
信
之
事
如
何
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
信
入
道
親
王
息
男
、
已
是
御
傍
親
也
、
又
故
入
道
左
大
臣
愛
孫
、
今

ハ　
　
　

左
大
臣
猶
子
、
与
皇
后
又
為
近
親
、
　
（
中
略
）
即
有
勅
報
、
所
申
可
然
、

　
　
　
　
　
さ
ナ
ぜ
ゑ
　
　
　
ニ
エ
　
　

乃
奉
勅
旨
、
可
叙
従
二
位
、
成
信
朝
臣
従
四
位
上
、
」
と
あ
る
。
こ
れ

に

よ
る
と
成
信
は
、
①
入
道
致
平
親
王
の
子
息
と
し
て
、
②
天
皇
の
傍

親
で
あ
り
、
③
故
左
大
臣
源
雅
信
の
愛
孫
、
④
今
は
左
大
臣
藤
原
道
長

の

猶
子

と
し
て
、
⑤
中
宮
彰
子
と
近
親
で
あ
る
こ
と
を
蔵
人
頭
藤
原
行

成
が

民
部
乳
母

を
介
し
て
懇
切
に
奏
上
し
て
、
従
四
位
上
の
勅
許
を
得

た

と
い
う
。
な
お
、
④
の
道
長
の
猶
子
に
つ
い
て
は
、
『
権
記
』
長
保

三
年
二
月
四
日
条
に
も
「
従
四
位
上
行
右
近
衛
権
中
将
兼
備
中
守
源
朝

臣
成
信
、
入
道
丘
ハ
部
卿
致
平
親
王
第
二
子
、
母
入
道
左
大
臣
源
雅
信
之

　
　
　
　
　
ゴ
　
　
ね
　
　
は
な
　
　
　
　
タ
　
　
へ
　
お
　

女
也
、
当
時
左
丞
相
猶
子
也
」
と
見
え
、
『
日
本
紀
略
』
同
日
条
に

　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

も
「
左
大
臣
養
子
右
近
権
中
将
源
成
信
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
枕
草
子
』

二
五
七
段
に

は
道
長
の
猶
子
を
前
提
に
「
大
殿
の
新
中
将
」
と
あ
る
。

な
お
、
『
栄
花
物
語
』
に
は
「
殿
の
源
中
将
と
聞
ゆ
る
は
、
村
上
帝
の

111の
宮
に
、
兵
部
卿
宮
と
聞
え
し
が
、
入
道
し
て
石
倉
に
お
は
し
け
る

が
、
（
中
略
）
源
中
将
の
母
、
大
殿
の
上
の
御
異
は
ら
か
ら
の
御
子
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

り
け
れ
ば
、
御
甥
に
て
、
御
子
に
し
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
な
り
け
り
」

と
あ
り
、
村
上
天
皇
第
三
皇
子
入
道
四
品
兵
部
卿
宮
致
平
親
王
の
第
二
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子
成
信

は
、
母
が
「
大
殿
の
上
」
即
ち
左
大
臣
道
長
室
源
倫
子
の
異
腹

姉
だ

っ

た

縁
で
道
長
の
猶
子
に
な
っ
た
と
説
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
成
信
は
友
人
の
行
成
か
ら
「
才
学
難
乏
、
情
操
可
取
」
と
評
さ
れ
、

漢
詩
文
の
才
能
に
劣
る
が
情
操
に
優
れ
た
人
と
見
ら
れ
て
い
た
。
『
枕

草
子
』
二
七
四
段
に
も
「
成
信
の
中
将
は
、
入
道
兵
部
卿
宮
の
御
子
に

て
、
か
た
ち
い
と
を
か
し
げ
に
、
心
ば
へ
も
を
か
し
う
お
は
す
」
と
あ

り
、
清
少
納
言
も
成
信
の
気
立
て
や
容
貌
の
良
さ
を
褒
め
て
い
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

の

美
貌

は
「
号
照
中
将
」
「
無
双
美
男
也
」
と
渾
名
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
出
自
が
高
く
、
美
男
で
気
性
も
好
い
成
信
だ
が
、
『
枕

草
子
』
に
は
1
0
段
・
二
五
六
段
・
二
五
七
段
・
二
七
四
段
に
見
え
、

い

ず
れ

も
友
好
的
に
綴
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
章
段
（
第
一
〇
段
）

は

第
四

章
に

既
述

し
た
如
く
長
保
二
年
八
月
二
十
九
日
以
後
の
追
想
で

あ
り
、
こ
の
間
に
は
道
長
家
と
の
抗
争
が
熾
烈
化
し
て
い
た
の
が
実
状

で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
四
月
十
日
中
宮
定
子
の

父
前
関
白
藤
原
道
隆
が
莞
去
す
る
と
、
五
月
十
一
日
に
内
大
臣
伊
周
の

内
覧
を
停
め
、
権
大
納
言
道
長
に
内
覧
の
宣
旨
を
下
給
し
た
（
『
小
右

記
』
）
。
六
月
十
九
日
に
道
長
が
右
大
臣
並
び
に
氏
長
者
に
な
る
と

（『
小
右
記
』
）
、
七
月
二
十
四
日
右
大
臣
道
長
と
内
大
臣
伊
周
が
杖
座
で

口
論
し
て
「
宛
も
闘
乱
の
如
し
」
（
『
小
右
記
』
）
で
あ
り
、
同
月
二
十

七

日
に
も
中
納
言
隆
家
の
僕
従
と
道
長
の
従
者
が
七
条
大
路
で
闘
乱
し

（『
小
右

記
』
）
、
八
月
二
日
に
は
隆
家
の
従
者
が
道
長
の
随
身
を
殺
損
し

た

（『
百
練
抄
』
『
小
右
記
』
）
。
更
に
同
月
十
日
に
は
中
宮
定
子
の
外
祖

父
高
階
成
忠
も
陰
陽
師
の
法
師
を
し
て
道
長
を
呪
誼
し
た
（
『
百
練
抄
』
）
o

ま
た
長
保
元
年
八
月
九
日
の
中
宮
定
子
平
生
昌
宅
行
啓
日
に
は
道
長
が

公
卿
や

殿
上
人

を
率
い
て
宇
治
へ
遊
覧
し
て
「
行
啓
の
事
を
妨
ぐ
る
に

似
た

り
」
（
『
小
右
記
』
）
と
批
評
さ
れ
た
り
、
翌
二
年
二
月
二
十
五
日

中
宮
定
子
を
皇
后
、
道
長
第
↓
女
の
女
御
彰
子
を
中
宮
に
す
る
な
ど

（『
権
記
』
『
日
本
紀
略
』
『
扶
桑
略
記
』
）
、
道
長
家
と
の
確
執
不
和
は
定

子
の
晩
年
ま
で
鎮
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
右
の
如
く
険
悪
な
情
勢
に
あ
り
な
が
ら
も
、
当
章
段
と
同

じ
一
条
院
内
裏
で
の
『
枕
草
子
』
二
七
四
段
「
成
信
の
中
将
は
」
に
は

Fそ
の

君
、
常
に
ゐ
て
物
言
ひ
」
と
あ
り
、
道
長
の
猶
子
成
信
が
中
宮

定
子
の
御
所
北
二
対
を
頻
繁
に
訪
れ
て
は
清
少
納
言
た
ち
女
房
と
歓
談

し
て
い
た
し
、
枝
扇
に
因
む
当
章
段
で
も
成
信
が
清
少
納
言
を
「
『
物

忘
れ
せ

ぬ
」
と
笑
ひ
た
ま
ふ
」
と
賞
賛
の
笑
み
で
迎
え
る
気
の
置
け
な

い

交
流
を
描
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
相
を
考
慮
す
る
と
、
『
枕
草

子
m
二
四
段
「
関
白
殿
、
黒
戸
よ
り
出
で
さ
せ
た
ま
ふ
と
て
」
で
従

二
位
権
大
納
言
で
中
宮
定
子
の
補
佐
官
中
宮
大
夫
道
長
を
脆
か
せ
た
関

白
道
隆
の
栄
光
を
綴
る
如
く
、
道
長
の
猶
子
成
信
の
度
重
な
る
来
訪
と

友
好
的
な
交
流
の
描
写
は
、
読
者
に
対
し
て
、
時
の
最
高
権
力
者
道
長

方
に
も
恭
敬
さ
れ
、
道
隆
生
前
期
と
不
変
の
皇
后
定
子
の
尊
厳
と
栄
耀

栄
華

を
晩
年
ま
で
保
持
し
た
如
く
に
章
段
の
時
空
を
彩
る
装
置
と
し
て

機
能
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
道
長
政
権
誕
生
と
と
も

に

凋
落
の
一
途
を
た
ど
っ
た
定
子
後
宮
の
悲
惨
な
現
実
を
封
印
し
て
、

永
遠
に

磐

り
の
な
い
定
子
サ
ロ
ン
栄
華
の
美
空
間
を
『
枕
草
子
』
に
演

出
す
る
上
で
、
道
長
の
猶
子
成
信
の
活
写
は
、
道
長
家
と
の
友
好
親
和
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な
交
流
を
表
象
的
に
紡
ぎ
出
す
恰
好
の
人
物
で
あ
っ
た
の
で
な
か
ろ
う

か
o

七

章
段
の
構
成
と
主
題

最
後
に
当
章
段
の
構
成
と
主
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
当
章
段

の

構
成
は
、
次
の
表
に
整
理
し
た
如
く
、
起
①
、
承
②
、
転
③
④
⑤
、

結
⑥
に
な
ろ
う
。
起
①
は
、
一
条
院
内
裏
北
面
の
一
条
大
路
に
所
在
し

て

こ
そ
の
「
北
の
陣
」
を
、
方
角
的
に
は
東
面
の
靱
負
小
路
沿
い
に
設

け
な
が
ら
も
「
北
の
陣
」
と
呼
ん
だ
秀
句
の
話
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
単

な
る
「
北
の
陣
」
の
在
処
の
紹
介
記
事
と
解
し
て
な
ら
な
い
こ
と
は
す

構
成

M

『
枕
草
子
』
本
文

秀
句
の
当
事
者

言
い
回
し
の
秀
句

秀
句
の
着
想
点

備
考

主
題

起

①

今
内
裏
の
東
を
ば
、
北
の
陣
と
い
ふ
。

不
特
定
の
人

北
の
陣

東
と
北
の
方
角
不
整
合
性

承

②
梨
の
木
の
は
る
か
に
高
き
を
、
「
い
く
尋
あ
ら
む
」
な
ど
言
ふ
。

中
宮
の
女
房

い

く
尋
あ
ら
む

上方
と
下
方
の
方
向
相
反
性

転

権

源
成
信

枝
扇

本
と
枝
の
方
向
相
反
性

結

⑥

「

不
詳
（
清
少
納
言
か
）

定
澄
僧
都
に
桂
な
し
、
す
く
せ
君
に
相
な
し

身
長
と
衣
装
の
長
短
不
釣
合
い
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で
に
述
べ
た
。

　
承
②
は
、
起
①
の
方
角
的
な
言
い
回
し
の
秀
句
を
承
け
て
、
も
と
も

と
下
方
向
に
見
下
ろ
す
長
さ
の
単
位
「
尋
」
を
正
反
対
の
上
方
向
を
見

上
げ

る
方
向
に
適
用
し
て
、
梨
の
高
木
が
い
か
に
も
「
は
る
か
に
高
き
」

有
様
で
あ
る
よ
う
に
「
い
く
尋
あ
ら
む
」
と
強
調
し
て
言
い
な
し
た
巧

妙
な
言
い
回
し
の
秀
句
の
話
題
で
あ
り
、
こ
れ
も
単
な
る
梨
の
高
木
の

紹
介
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
転
③
④
⑤
は
、
権
中
将
源
成
信
の
追
想
謹
に
転
じ
て
転
部
を
構
成
す

る
。
転
⑤
で
清
少
納
言
の
記
憶
力
を
成
信
が
「
物
忘
れ
せ
ぬ
」
と
褒
め

て
い

る
が
、
従
来
こ
れ
を
「
こ
の
文
章
の
作
者
と
し
て
の
ね
ら
い
ど
こ

　ロ
　ろ

」
と
見
た
り
、
こ
の
「
ほ
め
言
葉
を
い
ち
ば
ん
録
し
て
お
き
た
か
っ

（
5
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
）

た
」
と
か
、
「
清
少
納
言
の
自
讃
談
の
一
つ
」
と
も
説
く
。
し
か
し
、

構
成
表
に
整
理
し
た
如
く
、
こ
の
転
部
も
転
③
で
「
本
」
「
枝
」
の
方

向
的
対
極
性
に
着
想
し
て
、
た
だ
単
に
コ
扇
」
と
だ
け
言
わ
ず
に
、
即

興
で

「
枝
扇
」
と
造
語
に
し
て
語
っ
た
成
信
の
絶
妙
な
秀
句
を
主
題
に

し
た
話
題
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
清
少
納
言
の
自
讃
談
に
解
し

て

し
ま
う
と
主
題
の
一
貫
性
を
欠
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
結
⑥
は
結
論
部
で
あ
る
。
転
③
⑤
の
秀
句
「
定
澄
僧
都
の
枝
扇
」
を

承

け
て
、
名
前
の
「
定
澄
」
に
長
身
の
「
丈
長
」
を
掛
け
、
更
に
そ
れ

に

裾
丈
の
長
い
「
桂
」
を
組
み
合
わ
せ
て
、
身
長
と
衣
装
の
長
短
不
釣

合
い
な
関
係
を
「
定
澄
僧
都
に
桂
な
し
、
す
く
せ
君
に
相
な
し
」
と
い

う
極
め
て
高
度
な
秀
句
で
当
章
段
の
締
め
括
り
と
し
た
の
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
秀
句
の
当
人
を
「
と
言
ひ
け
む
人
」
と
ぼ
か
し
て
実
名
を
審

ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
成
信
が
清
少
納
言
の
記
憶
力
を
褒
め
た
転
⑤

直
後
に
結
⑥
の
警
句
が
続
く
構
成
や
、
第
五
章
に
言
及
し
た
如
く
「
す

く
せ
君
」
に
は
、
「
縮
背
」
の
ほ
か
に
警
句
に
巧
み
な
成
信
に
清
少
納

言
が
敬
意

と
親
し
み
を
籠
め
て
r
秀
句
背
君
」
を
掛
け
て
い
る
よ
う
に

も
推
察
さ
れ
る
の
で
、
あ
え
て
憶
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
結
⑥
は
清
少

納
言
自
身
の
秀
句
で
結
論
部
を
ま
と
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
当
章
段
の
構
成
概
要
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
起
承
転
結
の

構
成
内
容
を
整
理
す
る
と
、
順
に
「
北
の
陣
」
「
い
v
尋
あ
ら
む
」
「
枝

扇
」
「
定
澄
僧
都
に
桂
な
し
、
す
く
せ
君
に
祖
な
し
」
と
い
っ
た
三
ロ
い

回
し
の
秀
句
の
話
題
で
一
貫
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
、

各
秀
句

は
、
東
と
北
の
方
角
不
整
合
性
、
上
方
と
下
方
の
方
向
相
反
性
、

本

と
枝
の
方
向
相
反
性
、
身
長
と
衣
装
の
長
短
不
釣
合
い
な
ど
、
い
ず

れ

も
論
理
的
に
本
来
噛
み
合
わ
な
い
相
反
す
る
組
合
せ
の
関
係
を
巧
み

に

利
か

し
た
秀
句
で
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
章
段
全

体
の
主
題
は
、
論
理
上
で
相
反
す
る
関
係
に
あ
り
な
が
ら
も
辻
褄
を
合

わ

せ

た
絶
妙
な
言
い
回
し
の
秀
句
を
話
題
に
し
た
章
段
と
し
て
理
解
す

べ

き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
当
章
段
を
成
信
の
機
智
の
回
想
と
い
う
一
辺

倒
な
捉
え
方
に
は
賛
成
し
が
た
い
。

圧
（
1
）
　
松
尾
聰
・
永
井
和
子
氏
『
枕
草
子
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小

　

学

館
、
平
成
9
年
。
以
下
、
『
枕
草
子
』
の
章
段
と
本
文
は
同
書
に
よ

　
　
る
。

（
2
）
　
『
大
内
裏
図
考
証
第
一
』
第
六
（
『
新
訂
増
補
故
実
叢
書
』
明
治
図
書
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出
版
、
昭
和
2
7
年
）
k
j
　
F
O
承
安
五
節
図
、
朔
平
門
、
瓦
屋
両
下
三
間

　
　
＝
　
、
壇
閨
以
条
石
々
板
、
石
階
三
級
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

（
3
）
　
拙
稿
「
『
枕
草
子
』
一
条
院
内
裏
『
北
の
陣
』
に
つ
い
て
の
新
見
」

　
　
『
日
本
文
学
研
究
』
第
五
十
七
号
、
大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会
、
平

　
　
成
3
0
年
2
月
。

（
4
）
　
植
垣
節
也
氏
『
風
土
記
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平

　
　
成
1
8
年
。
以
下
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
も
同
書
に
よ
る
。

（
5
）
　
伊
藤
敬
氏
『
吉
野
詣
記
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平

　
　
成
6
年
。

（
6
）
　
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
編
『
芸
文
類
聚
（
巻
八
十
七
）
訓
読
付

　
　
索
引
』
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
平
成
2
6
年
。
な
お
、
以
下
の

　
　
『
＋
云
文
類
聚
』
巻
第
七
（
平
成
9
年
）
、
巻
第
八
（
平
成
1
0
年
）
、
巻
第

　
　
九
（
平
成
H
年
）
、
巻
第
八
十
五
（
平
成
2
4
年
）
、
巻
第
八
十
八
（
平
成

　
　
2
7
年
）
、
巻
第
八
十
九
（
平
成
2
8
年
）
も
同
書
に
よ
る
。

（
7
）
　
小
泉
袈
裟
勝
氏
『
図
解
　
単
位
の
歴
史
辞
典
』
柏
書
房
、
平
成
2
年
。

（
8
）
　
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
氏

　
　
『
日
本
書
紀
③
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
1
8
年
．

　
　
以
下
、
『
日
本
書
紀
』
は
同
書
『
日
本
書
紀
①
』
や
『
日
本
書
紀
③
』

　
　
に
よ
る
。

（
9
）
　
前
掲
注
（
8
）
の
頭
注
一
五
、
一
六
参
照
。

（
1
0
）
　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
延
喜
式
　
中
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
6
2

　
　
年
。

（
1
）
　
1
1
K
¢
栄
一
・
三
谷
邦
明
・
稲
賀
敬
二
氏
『
落
窪
物
語
　
堤
中
納
言
物

　
　
語
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
2
0
年
。

（
1
2
）
　
萩
谷
朴
氏
『
平
安
朝
歌
合
大
成
　
増
補
新
訂
　
二
』
同
朋
舎
出
版
、

　
　
平
成
7
年
。

（
1
3
）
　
前
掲
注
（
1
2
）
参
照
。

（
1
）
　
阿
部
秋
生
・
秋
山
度
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
氏
『
源
氏
物
語
②
』

　
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
1
8
年
。

（
1
）
　
石
田
穣
二
・
清
水
好
子
氏
『
源
氏
物
語
二
』
葵
、
新
潮
日
本
古
典
集

　
　
成
、
新
潮
社
、
平
成
1
年
、
頭
注
＝
二
参
照
。

（
1
）
　
『
群
書
類
従
』
第
二
十
八
輯
、
雑
部
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和

　
　
4
6
年
。

（
1
7
）
　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
令
義
解
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
5
2
年
、
お

　
　
よ
び
会
田
範
治
氏
『
注
解
養
老
令
』
有
信
堂
、
昭
和
3
9
年
参
照
。

（
1
8
）
　
片
桐
洋
一
氏
『
後
撰
和
歌
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
平
成
2
年
。

（
1
）
　
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
三
巻
・
私
家
集
編
1
、
角
川
書
店
、
昭
和
6
0

　
　
年
に
よ
る
。

（
2
）
　
片
桐
洋
一
・
福
井
貞
助
・
高
橋
正
治
・
清
水
好
子
氏
『
竹
取
物
語

　
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
　
平
中
物
語
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小

　
　
学
館
、
平
成
1
8
年
。

（
2
1
）
　
久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
氏
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
角
川
書
店
、

　
　
平
成
1
1
年
、
工
藤
重
矩
氏
『
後
撰
和
歌
集
』
和
泉
書
院
、
平
成
4
年
な

　
　
ど
。

（
2
）
　
前
掲
注
（
2
）
参
照
。

（
2
3
）
　
小
町
谷
照
彦
氏
『
拾
遺
和
歌
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書

　
　
店
、
平
成
2
年
。

（
2
）
　
荻
原
千
鶴
氏
『
出
雲
国
風
土
記
　
全
訳
注
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
講

　
　
談
社
、
平
成
1
9
年
。

（
2
5
）
　
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
氏
『
古
事
記
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、

　
　
小
学
館
、
平
成
9
年
。

（
2
）
　
萩
谷
朴
氏
『
平
安
朝
歌
合
大
成
　
増
補
新
訂
一
』
同
朋
舎
出
版
、
平

　
　
成

7
年
。

（
2
7
）
　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
朝
野
群
載
』
巻
第
二
十
、
異
国
、
吉
川
弘
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文
館
、
昭
和
3
9
年
。

（
2
8
）
　
許
慎
撰
・
段
玉
裁
氏
注
『
断
句
套
印
本
　
説
文
解
字
注
　
附
許
学
叢

　
　
書
本
段
氏
説
文
注
訂
合
刊
』
四
部
善
本
新
刊
、
漢
京
文
化
事
業
有
限
公

　
　
司
、
昭
5
4
年
。

（
2
9
）
　
申
維
翰
・
姜
在
彦
氏
訳
注
『
海
游
録
　
朝
鮮
通
信
使
の
日
本
紀
行
』

　
　
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
、
昭
和
4
9
年
。

（
3
0
）
　
『
僧
綱
補
任
』
＄
m
e
l
1
1
　
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
　
興
福
寺
叢
書
一
』
第
一

　
　
圭
旦
房
、
昭
和
5
3
年
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
同
書
長
和
四
年
に
「
十
二
月

　
　
二
日
入
滅
」
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
本
稿
で
は
『
小
右
記
』
長
和
四
年

　
　
＋
1
月
二
日
条
の
「
昨
夜
興
福
寺
別
当
大
僧
都
定
澄
遷
化
、
年
八
十
＝

　
　
に
よ
っ
た
。

（
3
1
）
　
『
御
堂
関
白
記
』
大
日
本
古
記
録
、
岩
波
書
店
、
昭
和
2
7
年
。

（
3
）
　
『
権
記
　
第
一
』
史
料
纂
集
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
5
3
年
。

（
3
）
　
加
藤
盤
斎
氏
『
清
少
納
言
枕
双
紙
抄
』
延
宝
2
年
（
有
吉
保
氏
『
清

　
　
少
納
言
枕
双
紙
抄
』
加
藤
盤
斎
古
注
釈
集
成
2
、
新
典
社
、
昭
和
6
0
年

　
　
に
よ
る
）
。
　
同
説
に
岡
西
惟
中
氏
「
枕
草
紙
傍
註
』
（
天
和
元
年
・
一

　
　
六
八
一
年
）
が
あ
る
。

（
3
）
　
喜
多
村
信
節
氏
『
嬉
遊
笑
覧
』
巻
二
之
下
、
文
政
1
3
年
（
長
谷
川
強

　
　
氏
ほ
か
『
嬉
遊
笑
覧
（
1
1
）
』
巻
之
二
下
、
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、

　
　
平
成
1
6
年
に
よ
る
）
。
同
説
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
松
平
静
氏
『
枕
草

　
　
紙
詳
解
　
桜
の
巻
』
（
誠
之
堂
書
店
、
明
治
3
2
年
）
、
永
井
一
孝
氏
『
校

　
　
定
枕
草
紙
新
釈
』
（
三
星
社
出
版
部
、
大
正
8
年
）
、
関
根
正
直
氏
『
枕

　
　
草
子
集
注
』
（
六
合
館
、
昭
和
6
年
）
、
池
田
亀
鑑
氏
『
全
講
枕
草
子
上
』

　
　
（
至
文
堂
、
昭
和
3
1
年
）
、
石
田
穣
二
氏
『
新
版
枕
草
子
　
上
巻
』
（
角

　
　
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
角
川
学
芸
出
版
、
昭
和
5
4
年
）
、
萩
谷
朴
氏
『
枕

　
　
草
子
解
環
一
』
（
同
朋
舎
出
版
、
昭
和
5
6
年
）
、
渡
辺
実
氏
『
枕
草
子
』

　
　
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
平
成
3
年
）
松
尾
聡
・
永
井

　
　
和
子
氏
『
枕
草
子
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
9

　
　
年
）
等
が
あ
る
。

（
3
）
　
黒
川
春
村
氏
『
碩
鼠
漫
筆
』
巻
之
九
「
枝
扇
と
い
ふ
物
」
安
政
6
年

　
　
（
黒
川
春
村
遺
稿
『
選
献
碩
鼠
漫
筆
』
吉
川
弘
文
館
、
明
治
3
8
年
に
よ

　
　
る
）
。

（
3
）
　
金
子
元
臣
氏
「
枕
草
子
評
釈
』
明
治
書
院
、
大
正
1
0
年
。

（
3
）
　
藤
井
高
尚
氏
『
清
少
納
言
枕
冊
子
新
釈
』
（
『
藤
井
高
尚
全
集
』
第
一

　
　
巻
、
吉
備
津
神
社
編
纂
、
昭
和
2
5
年
所
収
）
。

（
3
8
）
　
五
十
嵐
力
・
岡
一
男
氏
『
枕
草
子
精
講
』
（
学
燈
社
、
昭
和
2
9
年
）
、

　
　
塩
田
良
平
氏
『
枕
草
子
評
釈
』
（
学
生
社
、
昭
和
3
0
年
）
、
田
中
重
太
郎

　
　
氏
『
枕
冊
子
全
注
釈
一
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
4
7
年
）
・
『
枕
冊
子
（
上
）
』

　
　
（
旺
文
社
文
庫
、
昭
和
4
9
年
）
な
ど
。

（
3
）
　
上
坂
信
男
・
神
作
光
一
氏
『
枕
草
子
上
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談

　
　
社
、
平
成
1
1
年
o

（
4
）
　
萩
谷
朴
氏
『
枕
草
子
解
環
一
』
同
朋
舎
出
版
、
昭
和
5
6
年
。

（
4
1
）
　
田
中
重
太
郎
氏
『
枕
冊
子
（
上
）
』
旺
文
社
文
庫
、
昭
和
4
9
年
。

（
4
）
　
注
（
4
）
参
照
。

（
4
3
）
　
岡
村
繁
氏
『
白
氏
文
集
二
上
』
新
釈
漢
文
大
系
、
明
治
書
院
、
平
成

　
　
1
9
年
。

（
4
）
　
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
氏
『
万
葉
集
①
』
新
編
日
本
古

　
　
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
6
年
。
な
お
、
巻
第
十
四
相
聞
三
三
九

　
　
九
の
引
用
は
同
書
『
万
葉
集
③
』
（
平
成
7
年
）
に
よ
る
。

（
4
5
）
　
『
権
記
　
第
二
』
史
料
纂
集
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
6
2
年
。

（
4
6
）
　
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
日
本
記
略
　
後
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和

　
　
1
5
年
。

（
4
）
　
山
中
裕
’
秋
山
度
・
池
田
尚
隆
・
福
長
進
氏
『
栄
花
物
語
①
』
巻
第

　
　
五
．
浦
々
の
別
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
2
0
年
。
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（
4
8
）
　
『
権
記
　
第
二
』
長
保
三
年
二
月
四
日
条
。
注
（
4
5
）
参
照
。

（
4
9
）
　
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
（
『
群
書
類
従
』
第
五
輯
、
続
群
書
類
従
完
成

　
　
会
、
昭
和
4
6
年
所
収
）
。

（
5
0
）
　
『
系
図
纂
要
』
第
九
冊
、
村
上
源
氏
一
、
名
著
出
版
、
昭
和
4
9
年
。

（
5
1
）
　
塩
田
良
平
氏
『
枕
草
子
評
釈
』
学
生
社
、
昭
和
4
3
年
。

（
5
2
）
五
十
嵐
力
・
岡
一
男
氏
『
枕
草
子
精
講
』
学
燈
社
、
昭
和
3
2
年
。

（
5
3
）
　
田
中
重
太
郎
氏
『
枕
冊
子
全
注
釈
一
』
角
川
書
店
、
昭
和
5
6
年
。
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